
発電用原子炉主任技術者選任・解任届出書

関 原 発 第 450号
2020年 二 1月  8日

原子力規制委員会 殿

住 所 大阪市北区中之島 3丁 目6番 16号
名 称  関 西 電 力 株 式 会 社

代表者 取 締 役 社 長 岩 根  茂 樹

発電用原子炉主任技術者を次のとおり選任・解任したので、核原料物質、核燃

料物質及び原子炉の規制に関する法律第43条の3の 26第 2項において準用す

る第40条第 2項の規定により届け出ます。



(1/5)
主任技術者の選任 。

解 任 に係 る発 電 所

所在地

関西電力株式会社 大飯発電所

福井県大飯郡おおい町大島 1字吉見 1-1

監督に係る原子炉 大飯発電所 1号炉

選任・解任年月 日 2019年 12月 20日

正

選  任 解  任

選
任

解
任
し
た
主
任
技
術
者

氏  名

及  び

生年月 日

住  所

主任技術者免状

の種類及び番号

(取得年月 日)

原子

第

術者

職  位

職 務 分 担

選 解 任 理 由 大飯発電所 1, 2号炉の廃止措置段階への移行のため

添 付 資 料



(2/5)

主任技術者 の選任・

解 任 に係 る発 電所

所在地

関西電力株式会社 大飯発電所

福井県大飯郡おおい町大島 1字吉見 1-1

監督に係 る原子炉 大飯発電所 2号炉

選任・解任年月 日 2019年 12月 20日

正

選  任 角早    イ壬

選
任

解
任
し
た
主
任
技
術
者

氏  名

及  び

生年月 日

住  所

主任技術者免状

の種類及び番号

(取得年月 日)

原 子

職  位

職 務 分 担

選 解 任 理 由 大飯発電所 1, 2号炉の廃止措置段階への移行のため

添 付 資 料



(3/5)

主任技術者の選任・

解 任 に係 る発 電 所

所在地

関西電力株式会社 大飯発電所

福井県大飯郡おおい町大島 1字吉見 1-1

監督に係 る原子炉 大飯発電所 1号炉、 2号炉、 3号炉、 4号炉

選 任 ・ 解 任 年 月 日 2019年 12月 20日

目吋

角卒    イ壬

選
任

角早
任
し
た
主
任
技
術
者

氏  名

及  び

生年月 日

住  所

主任技術者免状

の種類及び番号

(取得年月 日)

原子炉主任技術者 原子炉主 原子炉主任技術者

職  位

職 務 分 担

選 解 任 理 由 大飯発電所 1, 2号炉の廃止措置段階への移行のため

添 付 資 料



(4/5)

主任技術者の選任・

解 任 に係 る発 電 所

所在地

関西電力株式会社 大飯発電所

福井県大飯郡おおい町大島 1字吉見 1-1

監督に係る原子炉 大飯発電所 3号炉、 4号炉

選任 。解任年月 日 2019年 12月 20日

昌ll

選  任

選
任

解
任
し
た
主
任
技
術
者

氏  名

及  び

生年月 日

住  所

主任技術者免状

の種類及び番号

(取得年月 日)

原子炉主任技術者 原子炉主 術者 原子炉主任技術者

第

職  位

職 務 分 担

原子炉主任技術者 (正)が病気、その他やむを得ない事情によ

り、職務を遂行できない場合に限り、原子炉の運転に関し、保安
の監督を行わせる。

選 解 任 理 由 大飯発電所 1, 2号炉の廃止措置段階への移行のため

添 付 資 料 被選任者の略歴書及び原子炉主任技術者免状写



(5/5)

主任技術者の選任・

解 任 に係 る発 電 所

所在地

関西電力株式会社 大飯発電所

福井県大飯郡おおい町大島 1宇吉見 1-1

監督に係る原子炉 大飯発電所 3号炉、 4号炉

選任・解任年月 日 2019年 12月 20日

呂ll

選  任

選
任

解
任
し
た
主
任
技
術
者

氏  名

及  び

生年月 日

住  所

主任技術者免状

の種類及び番号

(取得年月 日)

原子炉主 原子炉主 術者

職  位

職 務 分 担

原子炉主任技術者 (正)が病気、その他やむを得ない事情によ

り、職務を遂行できない場合に限り、原子炉の運転に関し、保安
の監督を行わせる。

選 解 任 理 由 大飯発電所 1, 2号炉の廃止措置段階への移行のため

添 付 資 料 被選任者の略歴書及び原子炉主任技術者免状写



※ 1

※ 2

略  歴  書

課内異動で所掌している業務が変わる等がある場合は、ゲ)レー寿 の詳細を記載すること。

専任要件に該当する業務経験については以下の項目に分けて記載すること。

(1)発電用原子炉施設の工事に関する業務

(2)発霜用原子炉施設の保守管理に関する業務

(3)発電用原子炉の運転に関する業務

(4)発電用原子炉施設の設計に係る安全f性の解析及び評価に関する業務

(5)発電用原子炉に使用する燃料体の設計に関する業務

(6)発電用原子炉に使用する燃料体の管理に関する業務

経験年数については※2で分けた項目ごとに言己載すること。※ 3

略歴
※1

専任要件に該当する実務内容 実務経験
※2

経験年数
※3

(3) 0年 9ヶ月

(4) 3年 10ヶ月

(4) 2年 1lヶ月

(4) 6年 1lヶ月

(4) 5年 Oヶ月

合計実務経験年数 19年 5ヶ月
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※ 1

※ 2

略  歴  書

課内異動で所掌している業務が変わる等がある場合は、グルーを の詳細を記載すること。

専任要件に該当する業務経験については以下の項目に分けて記載すること。

(1)発電用原子炉施設の工事に関する業務

(2)発電用原子炉施設の保守管理に関する業務

(3)発電用原子炉の運転に関する業務

(4)発電用原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する業務

(5)発霜用原子炉に使用する燃料体の設計に関する業務

(6)発電用原子炉に使用する燃料体の管理に関する業務

経験年数につしては※2で分けた項目ごとに記載すること。

略歴
※1

専任要件に該当する実務内容 実務経験
※2

経験年数
×3

(3) 0年 9ヶ月

(6) 2年 4ヶ月

(4)(6) 3年 10ヶ月

(3)(4)(6) 0年 5ヶ月

(3)(4)(6) 1年 7ヶ月

(6) 0年 1lヶ月

(4) 1年 5ヶ月

(4) 1年 6ヶ月

(4) 1年 10ヶ月

(4) 2年 4ヶ月

16年 1lヶ月

※ 3
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※ 1

※ 2

※ 3

略 歴  書

課内異動で所掌している業務が変わる等がある場合は、グルー発 の詳細を記載すること。

専任要件に該当する業務経験については以下の項目に分けて記載すること。

(1)発電用原子炉施設の工事に関する業務

(2)発電用原子炉施設の保守管理に関する業務

(3)発電用原子炉の運転に関する業務

(4)発電用原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する業務

(5)発電用原子炉に使用する燃料体の設言十1こ関する業務

(6)発電用原子炉に使用する燃料体の管理に関する業務

経験年数については※2で分けた項目ごとIE言己載すること。

略歴
※1

選任要作に該当する実務内容 実務経験
※2

経験年数
※3

(3) 0年 6ケ月

(lx2) 1年 lヶ月

(lx2) 1年 Oヶ月

(lx2) 0年 4ヶ月

(lx2) 0年 lヶ月

(2)(4) 0年 1lヶ月

(lx2) 1年 0ケ月

(lx2) 1年 Oヶ月

(lx2) 2年 11ケ月

合 計 冥 務 経 験 年 数 8年 10ケ月
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※ 1

※ 2

略  歴  書

課内異動で所掌している業務が変わる等がある場合は、グループ等の詳細を記載すること。

専任要件に該当する業務経験については以下の項目に分けて記載すること。

(1)発電用原子炉施設の工事に関する業務

(2)発電用原子炉施設の保守管理に関する業務

(3)発電用原子炉の運転に関する業務

(4)発電用原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する業務

(5)発電用原子炉に使用する燃料体の設計に関する業務

(6)発電用原子炉に使用する燃料体の管理に関する業務

経験年数については※2で分けた項目ごとに言己載すること。※ 3

略歴
※1

選任要件に該当する実務内容 実務経験
※2

経験年数
※3

(3) 0年 6ヶ月

(lx2) 2年 6ヶ月

(1)(2) 2年 0ケ月

(lX2) 1年 7ヶ月

(lx2) 1年 4ヶ月

(1)(2) 1年 1lヶ月

(lx2) 2年 0ケ月

(2) 1年 11ケ月

(2) 0年 5ヶ月

合 計 裏 務 経 験 年 叡 14年 2ヶ月
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※ 1

※ 2

略  歴  書

課内異動で所掌している業務が変わる等がある場合は、グルー典 の詳細を記載すること。

専任要件に該当する業務経験については以下の項目に分けて記載すること。

(1)発電用原子炉施設の工事に関する業務

(2)発電用原子炉施設の保守管理に関する業務

(3)発電用原子炉の運転に関する業務

(4)発電用原子炉施設の設計に係る安全性の解析及び評価に関する業務

(5)発電用原子炉に使用する燃料体の設計に関する業務

(6)発電用原子炉に使用する燃料体の管理に関する業務

経験年数については※2で分けた項目ごとに記載すること。

略歴
※1

選任要作に該当する実務内容 実務経験
X2

経験年数
※3

(3) 0年 6ケ月

(lx2) 2年 8ケ月

(3) 0年 11ケ月

(3) 0年 7ケ月

合計実務経験年数 4年 8ヶ月

※ 3
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